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１．基本画面説明
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　　１－１　画面表示説明
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メニューバー　：　コマンド（命令）の実行メニューです

ツールバー　　：　アイコンのボタンからコマンドを実行できます。ボタンの上にカーソルを移動するとコマンドの説明が出ます

コマンドウィンドウ　：　この表示はコマンドﾞを選択した時の内容を表示します。　　　　　　　　　　　　　　　　　コマンドﾞや数字をキーボードから入力する場合は、必ず半角で入力します

ステータスバー　：　カーソルの座標値や直行モード等のON/OFFを表示します

作図領域　：　画面の初期色は黒にしています
カーソル　：　マウスの位置を表示し、線分の作成やオブジェクト選択時に操作します
１－２　メニューバーの説明 
ファイルメニュー（本マニュアルを参照）
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編集メニュー（基本マニュアルⅡを参照）
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作成メニュー（基本マニュアルⅢを参照）
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文字メニュー（基本マニュアルⅢを参照）
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寸法メニュー（基本マニュアルⅢを参照）
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修正メニュー（基本マニュアルⅡを参照）
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本管メニュー（本管作図マニュアルを参照　※　SW設備楽管にはありません）
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平面作図メニュー（給水練習マニュアル参照）
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給排水作図メニュー（給水練習マニュアル参照）
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部品メニュー（基本マニュルⅢ参照）
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イメージ処理メニュー（基本マニュルⅢ参照）
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下水連動縦断メニュー（下水縦断練習マニュアル参照）

[image: image44.png]RIS <] = Bk

)L SWSETUBLL

kL) ESiTE H1A
JiBLoCK 14 HONKANLIN
i BLouk-Er o
i BLOCK-HON el
=y Jivex

N [Orawrezedt

FrAMCHRET  [Pu Aab: Daumer. Furma () ipdft B Rl
ESEEEE
)
el

RirAn i =
frogt 001 Tl G
(ing

e
el e ST 0o
ioint i 400 (31

Srogih e R B
Grogat RAATEAT SO 1y
Rroal AT 22K ()
Sio2AL NS B ey
sl RIS PRI 0
Rregih R PEab i ()
Sroal RG5O ey
e
REeehn ety ey ()
[
Aregih BRE Rrh R

uroCAD RO 25 TLDUE (ch)
uroBAD 19 FiPIDAT )
oA ROOED) TEAROYF (i)
Arosl B 117 )t (60)
Bra3An BN TX DG ()
5

2L (RS KD (B
e A s

T B W
e S5 ) G
e TR s
R etsa i
i)





[image: image45.png]8777 ;. [C¥Users¥iisama-hp-vista¥Deskiop¥TT1 pdf

iR

I,
I 22 NERIAD

¥ TrueType 742 K4

¥ SHX 742 b3

I~ BREOSE{EEAHCIS
ENIBUATO & PHIOI0H O 2T

I RS L&A T HISAYE

R T |

©EE O AT
g [70
RS [

TV
B
PR
B
F--f:

[ Eae)





申請書作成メニュー（基本マニュアルⅢ参照）
[image: image46.png]



[image: image47.png]ERT=Za7)LI B ARIB G

SWkiE-1 TEE
SWEKf#-1 T




ウィンドウメニュー
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ヘルプ
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１－３　ステータスバーの説明
[image: image51.png]



　　　　座標表示　　　　　　　　　　SNAP　GRID　ORTHO　POLAR　ESNAP　OTRACK　LWT　MODEL　TABLET

① 　　　　　　　　② 　③　 ④  　⑤ 　 ⑥　　 ⑦　　⑧　 ⑨　　⑩
①　ﾏｳｽの位置表示です（X軸・Y軸の座標位置やﾏｳｽに移動時に距離と角度の表示になります）

2 ｸﾞﾘｯﾄ作図する際に③のGRIDと併用して使います。任意の距離でﾏｳｽが動きます

3 ②と併用して使用時に方眼の目に点が表示されます。ﾏｳｽはこのGRID上で動きます

4 直交モードのON/OFFです

5 極ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ表示に使用します、ﾏｳｽの動く方向に破線で基準線が出ます（角度も設定可能）

6 きっちりモードのON/OFFです

7 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾄﾗｯｷﾝｸﾞのON/OFFです（ここでは使用しません）

8 線分に太さをもたせた場合の表示をします

9 AutoCADで使用するﾓﾃﾞﾙ空間とﾍﾟｰﾊﾟｰ空間の表示を切換えます（通常はﾓﾃﾞﾙ空間です）

10 SW設備では使用しません

ＰＯＬＡＲの説明（極ﾄﾗｯｷﾝｸﾞの説明）
ステータスバーのＰＯＬＡＲにて右ｸﾘｯｸします
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　　線分を作成する際に任意の角度に下書き線が表示されますので方向を決め易いです

　　（作成メニューの連続直線等や配管作図の際便利です。平面作図では使用出来ません）

１－4　ツールバーの説明（正面上・下段）

正面上段のツールバー
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①：図面ファイル開く・JWCAD図面を開く

②：図面のセットアップ・上書き保存図

③：印刷・申請書印刷

④：画層一覧表示

⑤：寸法記入・距離測定・引き出し文字・矢印・2点矢印

⑥：イメージ処理

⑦：グループ化・グループ化解除

⑧：本管下書き

⑨：本管作図　（※　楽管にはありません）

正面下段のツールバー
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①：汎用作図機能（線分・ﾎﾟﾘﾗｲﾝ・ｽﾌﾟﾗｲﾝ・円・3点円弧・四角・多角形・ﾊｯﾁﾝｸﾞ・文字）

②：修正関連（ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ修正・削除・部分削除・ﾄﾘﾑ・ｵﾌｾｯﾄ・複写・移動・鏡像・角揃え

回転・尺度変更・ｽﾄﾚｯﾁ・面取り・ﾌｨﾚｯﾄ・図形特性変更・ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｺﾋﾟｰ・分解）

③：ズームアイコン・・・拡大・縮小制御

④：取り消しアイコン・・・一回戻す・アンドゥ・リドゥ

キャンセル（ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのﾊｲﾗｲﾄ表示の解除やコマンドのｷｬﾝｾﾙに使用します）

正面３段目のツールバー
[image: image73.png]



　このﾂｰﾙﾊﾞｰは基本的には使用しません

不要の場合はﾒﾆｭｰのｳｨﾝﾄﾞｳから「3段目のﾂｰﾙﾊﾞｰの非表示」をｸﾘｯｸして消して下さい

１－５　ツールバーの説明（左側・右側）
[image: image74.png]


画面左側のツールバー（スナップ：きっちりモード関連）
　　　　　　   作図補助機能・・・グリット（方眼紙）

　　　　　　　作図補助機能・・・直行モード制御

POLAR機能・・・ON（P11参照)

POLAR機能・・・ＯＦＦ

　　　　　　　スナップ機能（きっちりモード）有効（P25参照）
　　　　　　　スナップ機能（きっちりモード）無効

　　　　　　　スナップ機能（近接点モード）有効
　　　　　　　端点……… 線分の端を指示する時に使います。

            　中点……… 線分の真ん中を指示する時に使います。

　　　　　　　交点……… 線分と線分の交わった点を指示する時に使います。

　　　　　　　中心……… 円の中心を指示する時に使います。

　　　　　　　四半円点… 円の上下左右の４点のみを指示する時に使います。

　　　　　　　接線……… 円に接する任意の点を指示する時に使います。

　　　　　　　近接点…… 線分の上に沿った点を指示する時に使います。

　　　　　　　垂線……… 線分が垂直に接する点を指示する時に使います。

　　　　　　　点･････････点を指示します。

画面右側ツールバー（画層管理・他）
[image: image75.png]


ｲﾒｰｼﾞ表示off … ｲﾒｰｼﾞ表示をＯＦＦにします。 

　　　　　　　全表示 … 全画層を表示します。

　　　　　　　ｸﾘｯｸした図形に現在画層を切替 

ｸﾘｯｸした図形のみ表示(複数指定可)ON … 指定画層を表示します。

　　　　　　　ｸﾘｯｸした図形を非表示(複数指定可)off … 指定画層を非表示にします。

　　　　　　　配管平面と管引出しを非表示 …配管平面と管引出しを非表示にします。

下書き表示 … 下書き線を表示をします。

下書きOFF … 下書き線の表示をＯＦＦにします。

立上り表示 … 立上りを表示をします。

立上りOFF … 立上りの表示をＯＦＦにします。

アイソメ視点 … アイソメ視点にします。

平面視点 … 平面視点にします。

配置点表示 … 本管の配置点を表示します。

配置点非表示 … 本管の配置点を非表示にします。

本管部材名表示 … 本管の部材名を表示します。

本管部材名非表示 … 本管の部材名を非表示にします。

　　　　　　　再作図 … 図面を再表示（再作図）します。　

　　　　　　　ドラフタ角度モードON … ドラフタ角度モードをONにします。

ドラフタモードOFF … ドラフタ角度モードをOFFにします。

１－6　マウス操作説明
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· ﾎｲｰﾙﾎﾞﾀﾝの操作はﾏｳｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰにより異なる動作になる事があります

【カーソルの表示】
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・矢印に四角

これはコマンド（命令）待ちの状態か、オブジェクトを選択する状態です
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・十字に四角
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　　　　　　　　　　　　　　　　または

これは座標値を指示待ちの状態です、マウスで指示位置をクリックします

１－7　オブジェクトの選択
１.「直接」選択

カーソルを直接ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの上でクリックします。

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄが選択され、ﾊｲﾗｲﾄ表示（点線表示）

となります。
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　　　　　　　　　左の円をﾏｳｽの四角で線上をｸﾘｯｸすると選択されます

　　　　　　　　

２.「窓」選択（実線枠）

左から右へ四角形（窓）をつくり、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択します。
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この場合、四角形で完全に囲われたｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのみ選択できます。
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（例1）上のAをｸﾘｯｸして、次にBをｸﾘｯｸすると、２つの円が

ﾊｲﾗｲﾄ表示になり選択されます。

３.「交差窓」選択（点線枠）

右から左へ四角形（窓）をつくり、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択します。

この場合、四角形で完全に囲まれているか、少しでも触れている

[image: image100.png]


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄは選択されます。
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（例1） 上のAをｸﾘｯｸして、次Bをｸﾘｯｸすると、

２つの円がﾊｲﾗｲﾄ表示になり選択されます。

· 選択中のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄから一部を解除したい場合は、選択後

確定（右ｸﾘｯｸ）する前にｷｰﾎﾞｰﾄﾞの[shift] を押しながら再度ｵﾌﾞｼﾞｪｯｸをｸﾘｯｸすると、ﾊｲﾗｲﾄ解除になります。

１－8　ハイライト表示の解除

コマンド（命令）指示をしない状態でオブジェクトを選択するとオブジェクトが

破線表示になり端点に緑色の四角が表示されます。

解除するにはｷｰﾎﾞｰﾄﾞのESCキーを押すかﾂｰﾙﾊﾞｰのCAをｸﾘｯｸします。
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線が破線になり、隅と中心に緑色のBOX表示になります

　（オブジェクトを選択している状態です）

上記表示から修正コマンドを操作してもオブジェクトが対象になります

また上記状態で削除ｺﾏﾝﾄﾞもしくはｷｰﾎﾞｰﾄﾞのdeleteキーで削除できます

２．ファイルメニューの説明
２－１新規作成

　　　新規に図面ファイルを作成します
1. ファイル ― 新規作成をクリックします。

2. 新規図面が開きます。

標準はＡ３サイズ横・尺度１／１００になっています。

　　　　　　（青い枠が用紙の端になります）

２－２ｾｯﾄｱｯﾌﾟ（図面設定）

図面サイズと縮尺を設定します
１. ファイル ― ｾｯﾄｱｯﾌﾟ（図面設定）をクリックします。

２. 次に図面設定のﾀﾞｲｱﾛｸﾞから用紙サイズと尺度を入力します。



３. 　　　　　　　　　　　をクリックします。

４.　 画面上の青枠が、設定した用紙サイズと尺度に変更されます。

　　　　　上記設定ではA3ｻｲｽﾞ横　尺度　1/100に設定されました

　　  A3サイズ横・尺度100の場合：幅42000mm高さ29700mmが作図範囲になります

　　　  （尺度の数字を上げると用紙の大きさも広がりますので作図範囲が広がります）

　    　A4サイズ縦・尺度100の場合：幅21000mm高さ29700mmが作図範囲になります

　　規格外のサイズはユーザ指定サイズを選択します

· 　青い枠は用紙の端になりますので印刷されません

※　 印刷時に同じ尺度で印刷しないとスケールが合いません

２－３　開く　既存の図面ファイルを開きます

１. ﾌｧｲﾙ ― 開くをクリックします。

２. 図面を開く ﾀﾞｲｱﾛｸﾞで、開きたいファイルをクリックで選択し、

                    　 をクリックします。

    　＜開く例＞ 

    ① 「ファイルの場所」の横の白枠右の　　印をクリックして

          　        をクリックで選択します。

    ② 　任意のフォルダをダブルクリックしてファイルを開き、

ファイルをクリックして　　　　　　　　をクリック。→ファイルが開きます。



ＤＸＦﾌｧｲﾙを開く場合はﾌｧｲﾙの種類をＤＸＦにします

· DXFデータを開いた場合、SWのメニューを操作すると

「そのような　コマンドがありません　」のメッセージが表示されることがあります。　

開いた図面をSWの新規図面に複写して編集して下さい

（複写方法はｳｨﾝﾄﾞｳを並べて複写が便利です）
２－４［自動保存ﾌｧｲﾙを開く］

１. ﾌｧｲﾙ ―自動保存を開くをクリックします。

２．図面を開く ﾀﾞｲｱﾛｸﾞで、ﾌｧｲﾙの場所を選択します

（自動保存のﾌｫﾙﾀﾞを作成されている場合は同ﾌｫﾙﾀﾞに

標準はCドライブ内のtempフォルダです）

3． 開きたいファイルをクリックで選択し、

                    　 をクリックします。



※　自動保存の設定はオプションを参照下さい。

２－５［ＪＷＣＡＤ図面を開く］

１. ﾌｧｲﾙ ― JWCAD図面を開くをクリックします。

２．図面を開く ﾀﾞｲｱﾛｸﾞで、ﾌｧｲﾙの場所を選択します

（JWCADデータを保存された場所です）

３．ファイルをクリックで選択し、            　 をクリックします。

4． 図面全体表示します

5． 図面の枠（青い枠）がＳＷ上の用紙サイズになります

ｾｯﾄｱｯﾌﾟで枠内に入れて下さい

※JWCADデータを開いた場合、SWのメニューを操作すると

「そのような　コマンドがありません　」のメッセージが表示されることがあります。　

開いた図面をSWの新規図面に複写して編集して下さい

（複写方法はｳｨﾝﾄﾞｳを並べて複写が便利です）
２－６　上書き保存　

ファイルを上書きして保存する

※　開いている図面に、現在の作図状態を上書きして保存内容を変更します。

※　元の図面の内容を変えたくないときは［名前を付けて保存］で別の名前をつけて保存してください。

※　上書き保存しない場合は、変更した内容がその名前のファイルに保存されません。
２－７　名前を付けて保存　

ファイルを名前を付けて保存する

１. ファイル ― 名前を付けて保存をクリックします。

２. 名前を付けて保存 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので、

「保存する場所」の右横の白枠の右端の    をクリックします。

３．　      をクリックして保存先のﾌｫﾙﾀﾞを探すか、新規にフォルダを作成し

ダブルクリックで開きます。

４. 「ファイル名」の白枠に入っている文字（Drawing1等）を消して

保存したい名前を、キーボードから入力します。（拡張子は自動で付きます）

５. 　　　　　　　をクリックします。　→　保存完了。


２－８　DXFﾌｧｲﾙ保存　

DXF形式で保存します

（JWCADで開く場合も同ﾌｧｲﾙ形式になります）
１. ファイル ― 名前を付けて保存をクリックします。

２. 名前を付けて保存 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので、

「保存する場所 」の右横の白枠の右端の    を

クリックします。

３.    任意の保存先のﾌｫﾙﾀﾞを探すか、新規にフォルダを作成します。

４. ファイルの種類を選択します　 （AutoCAD・・・ASCII(DXF)
　　　　（AutoCADのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは任意に選択して下さい）




５. 「ファイル名」の白枠に入っている文字（Drawing1等）を消して

保存したい名前を、キーボードから入力します。（拡張子は自動で付きます）

６.　　           をクリックします。　→　保存完了。

２－９　印刷について
　　　　　（印刷メニューには3種類あります、以下参考にして下さい。）
２－９－１　印刷

１．ファイル － 印刷をクリックします。

下記印刷は現在の画面表示をそのまま印刷します


２. 印刷 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。


３.＜尺度／ﾋﾞｭｰ＞のタブ内容

印刷する範囲の設定を行います。

1 現在のﾋﾞｭｰ … 現在画面に表示されている状態

2 図面が描かれている範囲････図面枠以外の全てが印刷対象

③ 図形範囲… 用紙ｻｲｽﾞと尺度を合わせて印刷します

　　　　④ 範囲を窓設定 … 印刷する範囲をマウスで指示して印刷します

※　通常の印刷は③の図形範囲にします

４．インチ・ミリの設定

　※　必ずミリにします
５．印刷尺度（スケール）の設定



　　


６.　上級設定のタブ内容




７．印刷スタイルテーブルの割り当て　（画面の色と印刷する色の設定です）

　

1 なし（Defaultを使用）は標準の設定で画面毎の色設定は出来ません

2 Default1.ctb　は初期状態で各色と印刷色は同じです

3 Icad.ctbは初期状態で各色と印刷色は同じです　

4 Monochrome.ctbは印刷色は全て黒印刷になります

5 SW設備-ITV6印刷ｽﾀｲﾙﾃｰﾌﾞﾙを通常使用します

・自分で印刷の種類を増やす事が出来ます

印刷スタイルﾃｰﾌﾞﾙの新規作成をｸﾘｯｸします










印刷色内容の設定方法







· 申請書印刷の場合、黒と赤色印刷が多いです。赤は1番目の赤を

黒は7番目を設定して下さい。





全ての設定が終わりましたら適用をｸﾘｯｸします

· 適用をｸﾘｯｸしますと現在の印刷状態が記憶されます。SW設備終了後同じ図面を開いて印刷する際には設定した印刷状態が記憶されています

· また他の図面を開いた後にﾚｼﾞｽﾄﾘに保存されている設定を再度ｸﾘｯｸしますと

最後に適用をｸﾘｯｸした印刷の状態になります

· 印刷する範囲は図面範囲にﾁｪｯｸが入っていない場合がありますので

確認後印刷して下さい

　（用紙の原点（左下）が基準になります）

ﾌﾟﾘﾝﾀの設定

お使いのﾌﾟﾘﾝﾀにより設定が異なりますが用紙のサイズは現在の図面のサイズを

向きは作成中の図面の向きに合わせます

ﾌﾟﾘﾝﾀの設定は印刷されるプリンタを選び用紙のサイズと向きを合わせます

印刷前に               　をクリックし確認後　　　　　　　 で開始されます。

    　　　
但し　メモリー消費が大きい為に強制終了になるケースがありますので

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ前には必ず名前を付けて保存して下さい。
印刷は画面上の状態を印刷します

（スキャナーﾃﾞｰﾀとCADﾃﾞｰﾀも全て印刷）

但し青い枠が消えますので

印刷終了後、　　 をクリックして、青い枠を再び表示させます。

２－９－２　申請書・本管印刷 

図枠・ﾗｽﾀｰを自動的に非表示にして印刷します（当て打ち印刷）

１. ファイル － 申請書・本管印刷をクリックします。

 

２. 図枠・ﾗｽﾀｰ表示がOFFになり、

文字・図面等だけが画面上に表示され、印刷 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。


３. 印刷 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。

　　　以下印刷内容を１－９－１を参照に印刷します


２－９－３　印刷　(ｸﾞﾚｰ色の申請用紙を白に変換して印刷)
　　　　　　申請書の原紙を白色に変えて印刷

１．ファイル － 印刷　(ｸﾞﾚｰ色の申請用紙を白に変換して印刷)をクリックします。

 

２．ｸﾞﾚｰ色の申請用紙を白に変換して表示され、印刷 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。

３．以下印刷内容を１－１０－１を参照に印刷します。

２－９－４　印刷位置調整
　　

　申請書に当て打ち印刷した際の文字ずれを調整します

　当て打ち印刷をした後に原紙とのズレを調整します


２－１０　名前削除
　　　　　メーカーで使用します

２－１１　メーカーメンテナンス
メーカーで使用します

２－１２　書き出し
　図面をPDFファイルに保存できます





· pdfとは「Adobe　Systems社が開発した電子文書のためのﾌｫｰﾏｯﾄです

同ﾌｧｲﾙを開くには「Adobe　Acrobat」というｿﾌﾄが必要です

２－１３　SW設備－ITの終了　
1. ファイル ― SW設備－ITの終了 を

クリックします。

　

　　　　→ SW設備－IT が終了します。

※　何も作業していないファイルの場合はそのまま終了しますが、

作業を行ったファイルの場合はその変更を保存するかどうかを

聞いてきますので、保存する場合は　　　　　　　、

しない場合は　　　　　　　をクリックします。


※　図面の内容には変更を加えていない時でも、アイコンなどをクリックしたり

拡大・縮小をするだけでそのファイルを保存するかどうかをきいてきますので、

その場合は　　　　　　 　をクリックで選択します。

３　作図補助機能

　　３－１　スナップ機能
作図の際、スナップのon/offにより、端点などを正確にとることができます

      　      OSNAPｵﾝ（きっちりﾓｰﾄﾞ）… OSNAP（きっちりモード）の制御を

常時ONにします

　　　　　　　OSNAPｵﾌ（ﾌﾘｰﾓｰﾄﾞ）… 上記のOSNAP（きっちりﾓｰﾄﾞ）を

OFFにするﾓｰﾄﾞ

　　　　　　　近接点ﾓｰﾄﾞ（線上ﾓｰﾄﾞ）… 作図した線上に任意の点をとることが

できるﾓｰﾄﾞ

＜単発スナップ＞クリックした時だけ有効になる、１回ごとのスナップ　　　　　　

　　　　　　　端点……… 線分の端を指示する時に使います。

            　中点……… 線分の中点を指示する時に使います。

　　　　　　　交点……… 線分と線分の交わった点を指示する時に使います。

　　　　　　　中心……… 円の中心を指示する時に使います。

　　　　　　　四半円点… 円の上下左右の４半円点のみを指示する時に使います。

　　　　　　　接線……… 円に接する任意の点を指示する時に使います。

　　　　　　　近接点…… 線分の上に沿った点を指示する時に使います。

　　　　　　　垂線……… 線分が垂直に接する点を指示する時に使います。


　　　　　　上記の各ｽﾅｯﾌﾟｱｲｺﾝの左側にあるﾏｰｸは、画面上でそれぞれのｽﾅｯﾌﾟを

　　　　　　認識すると表示されるﾏｰｸです。

ｽﾅｯﾌﾟｱｲｺﾝは、カーソルを要素（線分や円等）に近づけていくと、

要素から少し離れた所からでも端点や中点等のｽﾅｯﾌﾟを認識し

ますので、便利です。

　　　＊このｽﾅｯﾌﾟ類は、線や円などコマンド指示している途中で使用します。＊

３－１－２　グリッド・直行機能・ズーム機能
ｸﾞﾘｯﾄﾞｽﾅｯﾌﾟ…ｸﾞﾘｯﾄﾞとｽﾅｯﾌﾟのON／OFFを切り替えます。

　　　　　　　　ｸﾞﾘｯﾄは方眼紙の表示・ｽﾅｯﾌﾟはｸﾞﾘｯﾄとその中間のﾋﾟｯﾁで動作します

　　　　　　　直交モード…直交モードのON／OFFを切り替えます。

　　　　　ｶｰｿﾙの動作を90°単位かﾌﾘｰかを制御します

ズーム機能
画面表示を切り替えるためのアイコン


　

３－１－３　取り消し機能
コマンドの操作を取り消すためのアイコン


直前削除 … アイコンをクリックして、直前に作成した要素を削除します。

　　　元に戻す … アイコンをクリックして、コマンドの操作を取り消します。


　　　やり直し … アイコンをクリックして、直前に行った取り消しをやり直しします。


　　　ｷｬﾝｾﾙ … アイコンをクリックすると、現在行っているまたは行おうと

しているコマンドを途中で取りやめることができます。

（ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのﾊｲﾗｲﾄ表示の解除にも使用します）
４．ＣＡＤ用語集

・DWG

　　ＳＷ設備で作成される標準ファイル形式（AutoCADも同様） 
・DXF

　　他のユーザと図面ファイルをやり取りするときに便利なファイル形式。

　　AutoCAD LT 図面を他のアプリケーション用に書き出したり、他のアプリケーションから図面を　読み込んだりするときに使用する、ASCII またはバイナリ ファイル形式の AutoCAD LT 図面ファイルです。

・JWW（JWC）

　　JWCAD（ﾌﾘｰｿﾌﾄ）で作成されたファイル形式

・オブジェクト(object)

　　作成、操作、編集の際に単一の要素として扱われる、 1 つまたは複数の AutoCAD LT
　　グラフィックス要素 (文字、寸法、線分、円、ポリラインなど)。図形とも呼ばれます。 
・カーソル(cursor)

　　表示スクリーン上に表示されるポインタで、自在に移動させて文字または図形情報を位置付けます。

　　「グラフィックス カーソル」とも呼ばれます。

・画層(layer)
　データの論理的なグループで、透明なトレーシング ペーパーを何枚も重ねるのと似ています。画層は、個別に表示することも組み合わせて表示することもできます。 
・グリッド(grid)
　　作図を補助するために規則的な間隔のドットで埋められた作図画面上の領域。

　　グリッド点の間隔は調整できます。グリッド点は印刷されません。 
・コマンド ライン(command line)
　　キーボードからコマンドを入力したり、プロンプトやメッセージが表示されたりする、

　　作図領域の下の文字領域。 
・ハイライト表示

コマンド（命令）指示をしない状態でオブジェクトを選択するとオブジェクトが

破線表示になり端点に緑色の四角が表示されます。

解除するにはｷｰﾎﾞｰﾄﾞのESCキーを押すかﾂｰﾙﾊﾞｰのCAをｸﾘｯｸします。

・スナップ グリッド(snap grid)
グリッド点を使用して、SNAP[スナップ]で設定した間隔にしたがってグラフィックスカーソルの位置合わせをロックする、目に見えないグリッド。 
・スナップ モード(Snap mode)･･･きっちりモーﾄﾞ
オースナップとも呼びます。オブジェクト上の端点、近接点、中心、交点などの正確な位置を指定します。

・線種(linetype)
線分や曲線のタイプの表示の方法。

CONTINUOUS－実線　HIDDEN―破線　HIDDEN２－破線のピッチが細かい
CENTER－１点鎖線　CENTER2－１点鎖線のピッチが細かい　DOT－点線

PANTOM－２点鎖線　PANTOM２－２点鎖線のピッチが細かい

・直交モード(Ortho mode)
　　線分作成や、修正時にマウスの動きが水平方向または垂直向に制限する設定。

・分解(explode)
　　登録部品、スプライン、ポリラインなどの複雑なオブジェクトをより単純なオブジェクトに分解すること。登録部品の色変更は修正のオブジェクト修正で、変更しないと変わりません。

・用紙サイズ
　　　Ａ５サイズ（幅148×高さ210mm）　Ｂ５（幅257×高さ182mm）

Ａ４サイズ（幅210×高さ297mm）　Ｂ４（幅364×高さ257mm）　　　　　　　　　　　　 
Ａ３サイズ（幅420×高さ297mm）　Ｂ３（幅515×高さ364mm）　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ２サイズ（幅594×高さ420mm）　Ｂ２（幅728×高さ515mm）　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ１サイズ（幅841×高さ594mm）　　　　　　　　　　　　　　　　
ﾌｧｲﾙﾒﾆｭｰ（印刷）





ツールバー





メニューバー
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ｸﾛｽｶｰｿﾙ





作図領域





クロスヘアカーソル





ﾓﾃﾞﾙﾀﾌﾞ/ﾚｲｱｳﾄﾀﾌﾞの表示





ステータスバー





コマンドウインド
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新規の図面作成


図面のサイズと尺度を決めます


図面を開きます


自動保存のデータを開きます


JWCADのデータを開きます


作図中の図面を上書き保存します


名前を付けて保存します





印刷（詳細は印刷を参照）











メーカーで使用します


メーカーで使用します


PDFへの書き出しが出来ます


SW設備を終了します
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直前のコマンドを取り消します


コマンドを使用する前の状態に戻します


一つの動作を戻します


クリップボードへ切り取り


クリップボードへのコピー


クリップボードの貼り付け


クリップボードの形式を選択して貼り付け


画層一覧の表示


作図基本設定


作図画面・自動保存の設定





連続直線作成


白色による連続直線作成


赤色による連続直線作成


ポリライン作成


スプライン曲線作成


円の作成


白色による円の作成


赤色による円の作成


始点・通過点・終点で円弧を作成


四角形の作成


多角形の作成


楕円の作成


ハッチンｸﾞ作成


オブジェクトのグループ化


オブジェクトのグループ解除
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文字作成


文字のスタイル設定
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寸法線作成


線作図の片側に矢印を作図（白色）


線作図の両側に矢印を作図（白色）


線作図の片側に矢印を作図（赤色）


線作図の両側に矢印を作図（赤色）


2点間の距離測定


寸法スタイル設定
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線・文字・配管・部品等の内容変更


平行な線分、平行な曲線を作成


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄをトリム


選択した線分や曲線の2点間を削除


線分の一部削除間を結合


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの削除


線分のエッジの角を揃える


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを延長して別のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄに結合する


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを移動する


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの複写


きょうぞう：ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの鏡像化ｲﾒｰｼﾞのｺﾋﾟｰを作成


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを基点を中心に回転


長さの変更・異尺度作成


選択したｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを均等に拡大／縮小する


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの伸縮


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのエッジを斜めに切断


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのコーナーを丸め、及びﾌｨﾚｯﾄ


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの詳細表示


プロパテイ（属性）コピー


ブロック部品の分解





連続で線分を作成


連続で曲線を作成


円の作成


Ａ型管作成


K型管作成


T型管作成


ＮＳ管作成


ＳⅡ管作成


ビニール管作成


ﾌﾗﾝｼﾞ・継手類作成


弁類の作成


本管部材名を引き出す（赤・白）
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平面図作成


ドアやトイレ等登録部品を配置


敷地等作図する下書き線を引く


スキャナー等で読み込んだ地図を貼り付け


申請地を斜線で塗りつぶし
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配管を作図


ヘッダー配管を作図


給水機器の取り出し機器を配置


配管上に配管部品を配置


立体図を作成


配管の交差部分を包絡処理


配管・配管部品の引き出し
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衛生器具欄に部品登録


給水機器の取り出し部品の登録


配管部品の登録


桝部品の登録


図面内の材料集計


登録済みのブロック部品の配置


ブロック部品の登録
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イメージデータの貼り付け


イメージデータの変更やリセット


イメージデータの部分表示


イメージデータの枠を表示


イメージデータの枠を非表示
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桝と配管を連続に配置します


桝の配置


桝間の配管作図


配置後の桝・配管の削除


桝・配管の情報確認


縦断図作成直前の公共桝指示


縦断図の表を作図


桝・配管の内容を引き出し


縦断図作成の初期設定
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申請書の新規作成のｻｲｽﾞ・尺度設定


スキャナーで読み込んだ申請書の貼り付け


申請書の文字入力


当て打ち印刷時のズレの補正


作成した申請書の保存


申請書の尺度を任意に変更


申請書原紙とCAD上の距離補正


イメージデータのｸﾞﾚｰを白色に変更


イメージデータの白色をｸﾞﾚｰに変換


申請書の初期設定
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複数の図面を横に表示


複数の図面を縦に表示


複数の図面を重ねて表示


現在表示されている図面を閉じる


全ての図面を閉じる


3段目のﾂｰﾙﾊﾞｰを閉じます
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角度の設定を任意に変更出来ます
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① 　② 　③　 ④  　　　⑤　　　　　　 　 ⑥　　 　　⑦　　 ⑧　　　　　　 ⑨
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①　　　　　　　　　　　 　　　　②　　　　　　　 　　　　　③　　　 　④ 　
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ホイールの操作�・画面拡大----ホイールを奥に回す  　�・画面縮小----ホイールを手前に回す�・全画面表示--ホイールをダブルクリック 


･画面移動―ﾎｲｰﾙをﾄﾞﾗｯｸして移動





クリック（左のボタン）は指示ボタン�・メニューを選択する


・平面作図や配管の線を描く�・部品を配置する�・オブジェクト選択で部品指示や立体図作成などで範囲を囲む、等
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右クリックは完了（確定）ボタン�・コマンドの終了�・処理の進行�・オブジェクト選択の終了


・直前コマンドの繰返し実行、等


�に右クリックを押します��・同じコマンドを繰り返す時 





A





B





A





B





上記の線をクリックした場合
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クリック





数値入力
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クリック





クリック
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ﾌｧｲﾙの場所に注意してください








クリック





クリック





ファイル名入力





保存ﾌｫﾙﾀﾞ選択





ﾌｧｲﾙ種類選択








�
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尺度は印刷する際に重要な設定です


自動尺度調節は印刷するﾌﾟﾘﾝﾀの用紙に


自動縮尺して印刷する方法です








ｶｽﾀﾑ設定は


当て打ち印刷や尺度通りの印刷する際に使用し


現在の尺度に合わせますので印刷尺度はｶｽﾀﾑに合わせ、印刷単位には１を、図面単位には現在の


尺度を入力します





� EMBED PBrush  ���





�





用紙の中心印刷には


必ずﾁｪｯｸを入れます
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IntellCADﾚｼﾞｽﾄﾘ設定を使用にﾁｪｯｸ





��





任意名前を入力します





�





完了をｸﾘｯｸ





�





登録した名前を選択し


修正をｸﾘｯｸします





�





画面の色に対する


印刷する色が変更


出来ます


印刷ｽﾀｲﾙの色を


ｸﾘｯｸすると右側に


ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ設定が表示


されます





色：画面の色に対する印刷する色を選択できます


ディザ：そのまま


グレースケール：そのまま


物理ペン番号：そのまま


仮想ペン番号：そのまま


濃淡度：そのまま


線種：図形の線種を使用にします


適応調節：そのまま


線の太さ：任意に変更出来ますが0.2mmが推奨です


（画面の太さを反映するには図形の線の太さを使用にします）


以下はそのままで変更しません
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1. ﾌｧｲﾙの書き出しをｸﾘｯｸします


2. ﾌｧｲﾙの種類の窓から


3. Portable Document Formatを


選択します


4. 保存先とﾌｧｲﾙ名を設定します


（pdfのﾌｧｲﾙ名は自動で付きます）


5. 保存をｸﾘｯｸします


6. ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝに書き出す図面選択になり


ますのでﾏｳｽで図面を選択し右ｸﾘｯｸで


終了ます





7. 左記画面になります


8. ここではそのまま書き出しを


　 ｸﾘｯｸします


9. 指定された場所に


　 Pdfﾌｧｲﾙが作成されます





�
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